
登録番号 作成日　 年 6 月8 日 大阪鉄道病院

レジメン名 EPd療法<50kg(3サイクル目以降) 対象疾患 多発性骨髄腫

ChemoNavi 治療内容
Day1

薬品名（成分名） 投与量 レナデックス mg
エムプリシティ(エロツムマブ) 20mg/kg 内服
ポマリスト（ポマリドミド） 4mg/body
レナデックス（デキサメタゾン）* アセトアミノフェン 200mg 1錠
デキサート（デキサメタゾン） アセトアミノフェン 300mg　1錠
レナデックス（デキサメタゾン）** レスタミンコーワ 10mg　3錠

内服　点滴開始時
* Day1のレナデックスは、75歳以上は8mg/bodyに減量を考慮
** Day8,15,22のレナデックスは、75歳以上は20mg/bodyに減量を考慮

A設定 B設定
①生理食塩液 100 mＬ ①生理食塩液 mＬ

ルート確保・フラッシュ用 ルート確保・フラッシュ用
↓ ↓

② デキサート 6.6 mg ② デキサート mg
ファモチジン 20 mg ファモチジン mg
生理食塩液 50 mＬ 生理食塩液 mＬ

点滴、15分 点滴、15分
投与スケジュール ↓ ↓

③生理食塩液 100 ml ③生理食塩液 mＬ
EPd療法<50kg(3サイクル目以降) 点滴、45分 点滴、45分
治療日 1 2 ･･ 8 9 ･･ 15 16 ･･ 21 22 ･･ ･･ 28 ↓ ↓

● ④エムプリシティ 20 mg/kg ④エムプリシティ 20 mg/kg
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 生理食塩液 150 mＬ 生理食塩液 150 mＬ
●

● 滴下速度の設定 滴下速度の設定
● ● ● A設定 B設定

1サイクル28日 ------------------- -------------------
180mＬ/h 300mＬ/h
（30分）
↓

240mＬ/h

Day8, 15, 22

レナデックス mg
内服

Day 1-21

ポマリスト mg
内服

337 2022

投与
サイクル

数
PDまで投与日

day1
day1-21 

100

6.6
20
50

28mg/body day1
6.6mg/body day 1

100

ｴﾑﾌﾟﾘｼﾃｨ 
ﾎﾟﾏﾘｽﾄ
ﾚﾅﾃﾞｯｸｽ 28mg/body* 

ﾚﾅﾃﾞｯｸｽ 40mg/body**

総投与時
間

50ｋｇの場合
A設定：約2時間10分
B設定：約1時間40分

血管外漏
出リスク

エムプリシティ
（エロツムマブ）：

不明

投与時の
注意事項

・インフュージョンリアク
ション予防のため
アセトアミノフェン200mg1
錠、アセトアミノフェン
300mg1錠
レスタミンコーワ10mg3錠
を点滴開始時に内服

・フィルター付きルートで
投与を行うこと。

・エムプリシティの投与速
度は300ｍＬ/ｈを超えな
いこと。

・50ｋｇ以下の場合、エム
プリシティ希釈液量は150
ｍLとする。

備考欄

デキサート 6.6mg/body

40mg/body day 8, 15, 22



登録番号 作成日　 年 5 月19日 大阪鉄道病院

レジメン名 EPd療法50-90kg(3サイクル目以降) 対象疾患 多発性骨髄腫

ChemoNavi 治療内容
Day1

薬品名（成分名） 投与量 レナデックス mg
エムプリシティ(エロツムマブ) 20mg/kg 内服
ポマリスト（ポマリドミド） 4mg/body
レナデックス（デキサメタゾン）* アセトアミノフェン 200mg 1錠
デキサート（デキサメタゾン） アセトアミノフェン 300mg　1錠
レナデックス（デキサメタゾン）** レスタミンコーワ 10mg　3錠

内服　点滴開始時
* Day1のレナデックスは、75歳以上は8mg/bodyに減量を考慮
** Day8,15,22のレナデックスは、75歳以上は20mg/bodyに減量を考慮

A設定 B設定
①生理食塩液 100 mＬ ①生理食塩液 mＬ

ルート確保・フラッシュ用 ルート確保・フラッシュ用
↓ ↓

② デキサート 6.6 mg ② デキサート mg
ファモチジン 20 mg ファモチジン mg
生理食塩液 50 mＬ 生理食塩液 mＬ

点滴、15分 点滴、15分
投与スケジュール ↓ ↓

③生理食塩液 100 mＬ ③生理食塩液 mＬ
EPd療法50-90kg(3サイクル目以降) 点滴、45分 点滴、45分
治療日 1 2 ･･ 8 9 ･･ 15 16 ･･ 21 22 ･･ ･･ 28 ↓ ↓

● ④エムプリシティ 20 mg/kg ④エムプリシティ 20 mg/kg
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 生理食塩液 250 mＬ 生理食塩液 250 mＬ
●

● 滴下速度の設定 滴下速度の設定
● ● ● A設定 B設定

1サイクル28日 ------------------- -------------------
180mＬ/h 300mＬ/h
（30分）
↓

240mＬ/h

Day8, 15, 22

レナデックス mg
内服

Day 1-21

ポマリスト mg
内服

337 2022

投与
サイクル

数
PDまで投与日

day1
day1-21 

100

6.6
20
50

28mg/body day1
6.6mg/body day 1

100

ｴﾑﾌﾟﾘｼﾃｨ 
ﾎﾟﾏﾘｽﾄ
ﾚﾅﾃﾞｯｸｽ 28mg/body* 

ﾚﾅﾃﾞｯｸｽ 40mg/body**

総投与時
間

60ｋｇの場合
A設定：約2時間20分

B設定：約2時間

血管外漏
出リスク

エムプリシティ
（エロツムマブ）：

不明

投与時の
注意事項

・インフュージョンリアク
ション予防のため
アセトアミノフェン200mg1
錠、アセトアミノフェン
300mg1錠
レスタミンコーワ10mg3錠
を点滴開始時に内服

・フィルター付きルートで
投与を行うこと。

・エムプリシティの投与速
度は300ｍＬ/ｈを超えな
いこと。

・50ｋｇ-90ｋｇの場合、エ
ムプリシティ希釈液量は
250ｍLとする。

備考欄

デキサート 6.6mg/body

40mg/body day 8, 15, 22



登録番号 作成日　 年 6 月8 日 大阪鉄道病院

レジメン名 EPd療法>90kg(3サイクル目以降) 対象疾患 多発性骨髄腫

ChemoNavi 治療内容
Day1

薬品名（成分名） 投与量 レナデックス mg
エムプリシティ(エロツムマブ) 20mg/kg 内服
ポマリスト（ポマリドミド） 4mg/body
レナデックス（デキサメタゾン）* アセトアミノフェン 200mg 1錠
デキサート（デキサメタゾン） アセトアミノフェン 300mg　1錠
レナデックス（デキサメタゾン）** レスタミンコーワ 10mg　3錠

内服　点滴開始時
* Day1のレナデックスは、75歳以上は8mg/bodyに減量を考慮
** Day8,15,22のレナデックスは、75歳以上は20mg/bodyに減量を考慮

A設定 B設定
①生理食塩液 100 mＬ ①生理食塩液 mＬ

ルート確保・フラッシュ用 ルート確保・フラッシュ用
↓ ↓

② デキサート 6.6 mg ② デキサート mg
ファモチジン 20 mg ファモチジン mg
生理食塩液 50 mＬ 生理食塩液 mＬ

点滴、15分 点滴、15分
投与スケジュール ↓ ↓

③生理食塩液 100 mＬ ③生理食塩液 mＬ
EPd療法>90kg(3サイクル目以降) 点滴、45分 点滴、45分
治療日 1 2 ･･ 8 9 ･･ 15 16 ･･ 21 22 ･･ ･･ 28 ↓ ↓

● ④エムプリシティ 20 mg/kg ④エムプリシティ 20 mg/kg
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 生理食塩液 350 mＬ 生理食塩液 350 mＬ
●

● 滴下速度の設定 滴下速度の設定
● ● ● A設定 B設定

1サイクル28日 ------------------- -------------------
180mＬ/h 300mＬ/h
（30分）
↓

240mＬ/h

Day8, 15, 22

レナデックス mg
内服

Day 1-21

ポマリスト mg
内服

337 2022

投与
サイクル

数
PDまで投与日

day1
day1-21 

デキサート 6.6mg/body

40mg/body day 8, 15, 22

100

6.6
20
50

血管外漏
出リスク

エムプリシティ
（エロツムマブ）：

不明

投与時の
注意事項

・インフュージョンリアク
ション予防のため
アセトアミノフェン200mg1
錠、アセトアミノフェン
300mg1錠
レスタミンコーワ10mg3錠
を点滴開始時に内服

・フィルター付きルートで
投与を行うこと。

・エムプリシティの投与速
度は300ｍＬ/ｈを超えな
いこと。

・90ｋｇ以上の場合、エム
プリシティ希釈液量は350
ｍLとする。

100

ｴﾑﾌﾟﾘｼﾃｨ 
ﾎﾟﾏﾘｽﾄ

総投与時
間

ﾚﾅﾃﾞｯｸｽ 40mg/body**

ﾚﾅﾃﾞｯｸｽ 28mg/body* 

備考欄

90ｋｇの場合
A設定：約2時間35分
B設定：約2時間10分

28mg/body day1
6.6mg/body day 1
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